
Ⅲ．本庄授産所の事業報告 

 

 

方  針   利用者の意思および人格を尊重し、常に利用者の立場に立った福祉サービスを提供

に努めました。また、日中活動の場の検討や職員の質の向上を図り、魅力ある施設利

用に努めました。加えて、送迎を行うことで、継続的な施設利用に繋がるよう努めま

した。 

生活介護事業では、利用者が自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、

生活上の支援や療育的・創作的活動および生産活動の提供を行い、必要な支援を行い

ました。 

就労継続支援Ｂ型事業では、利用者が自立した日常生活や社会生活を営むことがで

きるよう、就労の機会を提供し、福祉的就労、その他の活動の機会を通じて、知識お

よび能力の向上のために必要な支援や指導を行いました。 

日中一時支援を必要とする利用者に対し、活動の場を提供し、見守りや社会に適応

するための日常的な支援・指導を行うことで、在宅の障がい者等の福祉の向上を図り

ました。 

多機能型事業所として、行事等においては１事業所として仲間生活を大切に相互に

交流を図れるよう支援を行いました。 

 

 

開所日数  ２６８日  

 

Ⅰ）本庄授産所の利用者への支援・指導 

 

 

１．日中活動サービス（生活介護および就労継続支援Ｂ型） 

サービス提供時間  ９：００～１６：００ 
 

（１）利用者 

 利用（契約）人数（令和７年３月３１日現在） 

障害福祉サービス事業所  （生活介護：定員２５名、就労継続支援Ｂ型：定員１５名） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 

生介 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 240 

就労 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 180 

合計 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 420 

 

年齢（令和７年３月３１日現在） 

年齢 ～18未満 18～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～ 合計 

人数 0 0 5 6 16 6 2 35 

 

障害者総合支援法に基づく障害支援区分（令和７年３月３１日現在） 

区分 認定無し １ ２ ３ ４ ５ ６ 合計 

人数 3 0 3 6 13 9 1 35 

 

市町村別（令和７年３月３１日現在） 

小牧市 ３４名 春日井市 １名 

 

（２）職員  １８名（令和７年３月３１日現在） 

管理者１名、サービス管理責任者1名、看護職員１名、生活支援員８名、職業指導員１名、 

目標工賃達成指導員１名、事務員１名、調理員３名、嘱託医師１名     ※主たる職種 

 



２.支援・指導 

 

 生活介護 

（１）生産活動 

利用者の能力や精神面での安定を図れるよう考慮しながら、個々に合った生産活動の提供を行い

ました。  

  【内容】 受託作業：ガス器具部品の組立、電気設備部品の組立 

        自主作業：資源回収 

  【時間】 ９：３０～１５：３０の間 

 

（２）日中活動 

    対人関係を考慮しながら、集団における活動を通して利用者がお互いに仲間関係を大切にで

きるよう支援・指導に努めました。 

    情緒的安定のための療育的な活動や体力の維持増進のための身体を動かす活動等を楽し   

みながら行うことで、心身の健康づくりを図りました。 

  【内容】 チャレンジ活動：ウォーキング、創作・日常生活に関する活動等 

療育的活動：音楽療法 

  【時間】 １３：００～１５：３０の間 

 

 就労継続支援Ｂ型 

（１）就労支援 

    「働くことの意味の理解」を目標に、意欲・技術・社会参加等、労働に対する姿勢を利用者

のニーズに合わせて支援・指導に努めました。 

    利用者個人の能力や適性を把握し、工程分析を行うことで利用者個人に適した作業および

作業環境や配置を提供し、労働の意欲が高められるよう支援・指導に努めました。 

 

  【内容】 施設内作業：受託作業：ガス器具部品の組立、ウレタン仕上げ・梱包、電気設備部

品の組立 

自主作業：縫製、紙工芸 等 

施設外就労：受託作業：ペットボトル手選別 

  【時間】 施設内：９：３０～１５：３０ 

        施設外：９：２０～１５：５０ 

 

（２）施設外支援 

    施設外就労および一般就労希望の該当者が無かったことから就労に向けた支援は行いません

でした。 

 

（３）就労定着支援 

    一般就労した利用者に対し就労後の定着、維持ができるよう訪問等の定着支援を行いました。 

 

生活介護および就労継続支援Ｂ型（共通） 

  日常生活・日中活動支援 

   「活動を通した豊かな生活」を目標に、日常生活や各種活動および生産活動を含めた幅広い 

日中活動を通して、基本的生活習慣の確立や自立、自活に役立つよう支援・指導に努めました。 

・基本的生活習慣 ～ 身辺処理、みだしなみ、食事マナー等 

・意思決定や生活に密着した活動 ～ 日常生活の中で自己選択、意思表出する機会の提供 

・自己表現、新たな能力の発見や情操面での安定 ～ いきいき活動：リトミック、創作活動、体操 

・生活全般に関わる学習会 ～ 一休さん：資源分別・リサイクルについて 

熱中症の予防について 

                        コミュニケーションについて 

                       防災について～避難経路の確認～ 

・体力の維持、増進を図る活動 ～ 健康体操、ラジオ体操、ウォーキング等 

・その他   本人活動：行事役割分担等 



３．各種会議・職員研修・広報 
 
  ・会 議 

職員会議（年１９回）  運営・行事の検討、利用者の処遇向上等 

個別支援会議（年２４回）利用者個々の処遇向上、モニタリング報告、個別支援計画の作 

成・見直し・確認等 

    評価会議（年２回）   利用者の作業姿勢および工賃等 

    サービス評価会議（年１回） 施設サービスの自己評価 

    作業部会（年１１回）  作業分析、就労・実習支援、就労後支援等 

    生活部会（年１０回）  施設内の生活支援全般、ボランティアの受入、防災備品管理等 

    広報部会（年１１回）  「なかまの“わ”」、ホームページ・フェイスブック等各種ＰＲ等 

 

  ・職種別合同部会  

支援スタッフ部会（年各１回）  作業部（中期経営計画の取組み） 

                生活部（施設サービス評価） 

                ※必要に応じて電話にて打合せ 

    事務担当者部会（年１５回）   月次監査、決算、会計ソフト導入等 

    調理担当者部会（年１２回）   栄養士と書類、厨房の現状確認 

    保健・看護担当者部会（年１回） 令和６年度行事報告と次年度年間予定の確認等 

                    ※必要に応じて電話にて打合せ 

    広報担当者部会（年１回）    令和６年度の反省、次年度年間予定の確認、広報紙に

ついて等 

                    ※必要に応じて電話にて打合せ 

 

  ・職員研修      

施設外研修   各種団体等の研修会（１２回、延１２名）※オンラインを含む 

法人内研修   職員合同研修会（年１回）※いわざき授産所・本庄授産所合同 

        ・動画視聴～「義務化された虐待防止措置内容の把握」 

・動画視聴～「義務化された身体拘束適正化措置内容の把握」について 

・講義講義～「虐待防止・身体拘束適正化措置内容把握研修」より 

    施設内研修   年度末研修会（年１回、１７名） 

・「障碍者虐待防止法の理解と対応」読み合わせ 

出張報告会等（年６回） 

    資格取得奨励  「強度行動障害支援者養成研修基礎課程・実践課程」２名 

    自主研修利用  該当なし 

 

  ・広報紙      

授産所だより（毎月１回） 発行部数：利用者数 

 

  ・実行委員会    

    本庄ふれあいまつり実行委員会（年２回） 

 

 

４．行事等の活動 

 

月 日 行 事 等 の 内 容 

４ 

１  

１８ 

２９～５/２ 

開所式 

保護者会総会 

ワックスがけ 

５ ３０ 健康診断（落合医院） 



  ※個別懇談会（モニタリング）を一人当たり年２回以上実施 

※イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン（毎月１１日）に参加（年４回） 

 

 

５．参加バザー 

 

期  日 事 業 内 容 期  日 事 業 内 容 

5/25～26 こまき産業フェスタ 11/10 本庄区民展（本庄区 

5/18 いわざきふれあいまつり 11/16～17 みんなの生活展（いきいきこまき） 

10/26～27 福祉展（小牧市民まつり） 11/26 とよめサロン 

11/2 本庄ふれあいまつり 

4/18・5/16・6/20・7/18・

8/22・9/19・10/17・11/21・ 

12/19・1/16・2/20・3/13 

小牧市老人福祉センター 

（野口の郷） 

 常設店（委託販売）：ふれあいセンター、キャロット 

 

 

６．実習・体験・見学・交流の受け入れ 

 

 期  日 実 習 等 の 内 容 人数 

見学 5/10 民生委員見学（篠岡地区） ３５名 

実習 7/1～7/5 春日台特別支援学校 産業現場実習（中学部） ４名 

実習 7/29～8/2 中高生福祉体験学習、夏期高校生ボランティア活動 ２名 

◎体験 9/2～12/13 教員免許特例介護体験（名古屋造形大学、金城学院大学） ２５名 

◎実習 11/1～2/28 保育士実習（同朋大、名短大） ３名 

体験 1/15～1/17 職業人体験学習（篠岡中学校） ３名 

実習 1/20～1/24 春日台特別支援学校 産業現場実習（高等部） １名 

◎は、愛知県の民間社会福祉施設運営費補助金（施設運営費）の対象事業 

 

 

 

６ 
６・１３ 

１３ 

作業参観 

防災訓練 

７ 
１８ 

３０ 

保護者向け講習会 

レントゲン検診（あいち健康クリニック） 

８ 
 １３～１５ 

２９ 

夏季休暇 

消防設備点検 

９ 

 ２ 

１３ 

２６ 

防災訓練（あいちシェイクアウト訓練に参加） 

小牧福祉会職員合同研修会 

防災訓練 

１０ 
３０ 

３１ 

インフルエンザ予防接種（落合医院） 

歯科健診 

１１ 
２ 

１０ 

本庄ふれあいまつり 

スポ・レクのつどい（パークアリーナ） 

１２ 
２３ 

２８～１/５ 

小牧ライオンズクラブ慰問 

年末年始休暇 

１ 
６ 

１８ 

仕事始め 

成人を祝う会・新年会 

２ 
１３ 

２０ 

消防設備点検 

防犯訓練 

３ 

１ 

２７ 

 ３１ 

防災訓練 

次年度事業説明会 

利用者年度末特別休暇 



７．ボランティアの受け入れ 

 

事  業  内  容 人数等 

本庄ふれあいまつり ２団体、２個人   １０名 

いきいき活動講師（音楽療法） １個人       １０回 

いきいき活動講師（創作） １個人       １２回 

いきいき活動講師（リトミック） １個人       １１回 

健康体操講師 １個人        ９回 

日中活動（作業、活動） １個人        ９回 

 

 

８．苦情の受付件数 

 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 

件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

    ご意見・ご要望：２件 帰宅前の支援について各１件 

 

 

９．公益的取り組み 

 

・近隣への奉仕活動（ごみゼロ活動等） 

・各種実習受け入れ（福祉人材育成等） 

 

 

１０．施設整備（設備整備）関係 

 

   愛知県共同募金会の赤い羽根共同募金配分事業を受け、高圧設備改修工事を行いました。 

工 期 令和６年１１月２４日 

事業費  総事業費            ２，８５０，０００円 

     愛知県共同募金配分金      ２，１３０，０００円 

   自己資金              ７２０，０００円 

 

 

Ⅱ）日中一時支援事業（公益事業） 

 

（１）内容 

障害者等の家族の就労支援および日常介護している家族の一時的な負担軽減を図ることを目的に、日

中活動の場を確保し、見守り等、支援を行いました。 

 

（２）契約者数 ３０名（令和７年３月３１日現在） 

 利用人数・日数 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 

日中活動 2 1 1 2 3 1 2 1 2 2 2 2 21 

タイムケア 4 4 3 3 6 4 7 4 9 4 2 2 52 

延日数 16 15 13 16 23 17 21 17 29 15 14 15 211 

 

（３）職員  ７名（令和７年３月３１日現在） 

     管理者１名、生活支援員６名   ※主たる職種 


